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代
襲
相
続
に

ーコ

l予
一
、
什
一
築
相
続
の
Z
刊

二
、
代
耕
一
広
／
同
と
同
ト
F
E仕の
hLr

、問

む

す

び！予

i
J
十
仔
ム
山
市
由

L瓦

-c 

松

代
出
現
出
伝
削
叫
J

は
口
i
工
法
に
も
見
ら
わ
い
、
ヲ
の
ム
下
ー
た
ゐ
奇
弁
削
除
は
公
Jr
で
あ
る
と
さ
れ
て
い中
川
善
之
助
博
i
は
以
卜
、
り
よ
n

ト

主
ー
た
わ
ぷ
国
で
も
、
代
山
製
相

代
長
相
絞
の
zh＋什剛山一
μ
を
つ
刈
明
J

て
い
る

、、、
F
7
 

絞
り
存
在
瑚
耐
と
し
て
、
し
八
九
i
p」
阿
る
向
的
な
J

仔
し
て
い
る
1
／
い
う
考
え
ち
が
と
つ
れ
て
い

f

J 11 

正

毅

、
え
に
次
子
あ
つ
に
L
Y

ず
れ
区
、

f
の
次
子
は
一
親
字
、
出
A

，i
の
f
は’
M
で
あ
る
か
、
三
一
羽
生
J

と
な
り
、

長
f
が
γ前

W
I
L
L
、
そ
の
長
了
の
千
、
即
ち
父
の
孫
が
μ

缶
、
結
べ
勺
た
場
合
、

。〉

（
（
い
『
コ
ズ
一
己
記
］
γ
〈
三
乃
コ
ニ

か
り
い
っ
て
、
話
は
榊
続
で
舎
な
い
h

一
と
に
な
る
ο

こ
れ
は
告
し
く

FMt
を
欠
く
こ
ノ
ロ
ー
L
、
人
情
の
よ
か
ら
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も
耐
え
ら
れ
ほ
い
と
い
う
坪
川
け
で
、

絞
人
と

一
読

3
C資
併
で
、
次

f
ヲ
ヲ
パ
ち
と
い
同
列
の
桐

ご
と
が
、
〈
j

ヨ
ほ
と
ん
ど
の
国
心
相
訟
法
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
て
い
る
一
」
れ
を
代
襲
相
絞
と
い
っ

c

ま
さ
に
、
代

h
叫がるヂムド／一、

J

I

－
－
：
 

死
亡
し
て
長
J

十
の
地
紋
に
古
川
こ
、

襲
川
制
約
h
公
干
の
L
T
I

め
同
十
汀
布
い
ず
い
る
と
門
乙
ア
G
q

こ
の
て
っ
な
断
説
に
担
え
て
、
川
法
一
卜
に
お
し
い
て
、
代
半
R
P
相
続
は
、
三
，
i
の
系
列
を
｛
J
0
4に
め
の
家
h

常
利
法
制
皮
の
必
耽
的
な
け
一
桁
去

で
あ
る
二
い
よ
J

存
在
閉
山
臼
も
梅
専
に
よ
コ
て
お
桁
さ
れ
て
い
た
）
家
h

首
相
続
の
も
に
で
は
、

R
fの
家
系
を
’
寸
る
必
然
性
が
、
代
婆

出
相
続
を
必
史
こ

L
十
一
、
｝
／
一
に
な
る
。

h

ア
れ
ら

重
の
ぷ
υ
十
什
注
げ
叶
は
、

家
督
相
続
即
日
v

民
ー
さ
れ
ピ
今
日
で
は
、

川
庁
、
の
も
と
で
は
作
有
ー
V
H
H
い
に
が
、

バ
ー
ヰ
の
原
則
が
一
長
女
ヨ

白
山
味
を
お
っ
に
主
っ
て
い
る
y

こ
リ
え
よ
う
u

（

2
J
問

話

内

わ
が
温
む
民
J
u
hハ
で
い
は
、
ハ
川
、
祭
恒
続
に
＃
反
す
る
規
に
は
、

犯
亦
一
七
r寸
に
改
T
医
、
〈
と
れ
て
い
る
〈
町
布
一
一
レ
ー
ぃ
年
よ
J
2
前
の
規
定
は
、

μ
ん

法
八
八
八
条
で
以
ト
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た

前
条
（
り
川
児
ど
に
よ
3

ご
相
続
人
と
な
る
べ
き
者
が

相
続
の
間
川
駅
前
に

死
亡
し

寸
人
は
そ
の
相
続
出
作
や
央
ワ
に
場
合
に
お
い
て
、
ノ
♂
心
者
に
直
ぉ
市
＃
t

［
成
が
あ
る
と
き
t

は
、
そ
の
甫
系
半
「
杭
は
、
、
川
人
心
の
規
定
に
い
光
っ
て
そ

C
Rと
同
限
付
て
削
続
人
と
な
る
〔

話
反
の
川
崎
本
の
必
市
山
つ
い
と
は
、

死
体
で
守
主
れ
If
と
き
に
は
、

こ、り戸阪

ト
す
で
に
バ
ー
ま
れ
た
も
の
T
／
～
み
た
す
刊
い
い
、

J
A
J
J
Uじ
ゃ
守
、

1

i

 

」

川
法
の
家
杭
円
相
続
へ
旧
法
九
八

山
閑
「
る
荒
立
を
そ
の
ま
ま
緋
／
か
）
て
い

条
）
、
泣
日
Tf
相
続
（
旧
決
ん
九

μ
条）一

ゐ
' 日

和
二
一

ω
年
の
民
法
の
一
部
品
は
け
に
よ
っ
て
、
代
批
古
川
刑
執
に
関
す
る
こ
と
が
り
は
、

八八一〕弘一品

国
、
八
八
有
条
二
以
で
川
崎
｛
弘
司
〆
た
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診｝れいり結果、

八
八
八
条
は
航
除
さ
れ
た
J

昭
和
二
じ
こ
の
畏
い
の
一
部
改
一
l
て
被
代
襲
名
の
要
刊
と
し
マ
、
代
ム
昨
皆
同
町
四
ユ
ル
」
小
十
山
花
、
欠
格
、

魔
除
と
し
ゃ
ん
d

は
、
死
v

」
お
よ
び
「
引
絞
権
な
失
コ
た
と
き
と
規
定
3
れ
レ
ケ
お
り
、
校
七
に
旧
制
絞
放
棄
が
台
ま
れ
る

か
と
う
か
併
以
上
争
わ
れ
と
い
え
」
改
正
口
一
匹
点
、

代
襲
一
原
区
に
枚
4
m
h
v

は
台
ま
れ
な
い
一
、

2
が
川
別
総
に
た
う
た
ハ
さ
、
り
に
、

長
以
下
の

直
五
山
中
M
L閉
し
て
は
、
代
襲
相
続
の
み
が
問
題
と
1
6
り
、
が
え
亡
、
比
部
姉
妹
の
代
襲
相
続
は
代
限

Lり
LYU一
ノ
一
一
三
か
条
文
卜
明

確
に
さ
れ
た
c

昭
和
一
一
仁
司
法
は
一
」
れ
ら
の
問
川
百
九
っ
き
、
立
法
に
一
三
て
明
滑
化
少
一
図
っ
た
と
口
わ
れ
て
い
る
）

h

一円て

Z
江
流
れ
の
中
に
あ
う
て
、
代
襲
相
続
に
閑
1〆
て
は
、
外
形
卜
そ
れ
ほ
ど
訴
釈
上
の
間
話
斗
去
な
く
、
法
判
上
心
力
手
い
1t
な

／
＼
現
有
に
ネ
コ
て
い

I
r
F
L
、
干
の
庄
市
は
必
ず
し
も
常
に
明
確
で
あ
る
と
は
ヲ
ス
引
い
J

そ
こ
芝
、
川
氏
法
、
川
法
を
泊
に
て

わ
が
医
の
日
袋
町
什
続
統
一
段
に
F
八
き
な
影
響
を
行
え
た
ノ
ラ
ン
ス
民
法
を
題
材
に
、
干
の
法
的
日
憐
訟
の
分
析
を
試
み
、
解
釈
の
狼
携
？
ご

な
る
制
肢
の
本
質
J

／
一
明
ら
か
に

L
た
い
こ

H
Z
U

一
、
代
録
保
続
の
安
川
汗

市
主
的
な
代
一
一
暗
円
相
続
で
は
、

被
同
市
絞
入
、

f
、
孫
が
主
滋
す
る
J

被
相
続
人
、

被
代
現
高
、
代
d
読
者
と
い
う
F

以
ト
ー
に
お
い
て
、
4

市中

刑
判
の
便
宜
三
役
引
続
人

E
A
2
し
、
川
内
代
詩
苔
乞
日
、
代
護
者
を
仁
と
す
る
以
「
で
は
、
代
渡
旧
市
川
机
心
思
件
主
総
計
し
、
代
議
桐

，＼：摂判じオ先にvっして

二
［
ヘ
ヅ
ナ
日
I

川
口
正
副
作
！
己
z
y
－
旧
い
つ
U
J
Z
J
り

」

、

八

L

J
I
じ

t
t
？
1

；

fib
－
－
t

l

j

L

ー
）
九
1
4
R
の
山
女
件
（
被
代
前
提
衷
心
安
打
一

被
代
襲
者
R
ば
仮
相
続
人
主
の
了
で
あ
る
か
見
市
姉
妹
ー
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
c

こ
の
妥
件
は
、

民
法
八
一
八
ヒ
冬
、
二
唄
、

ー、ー、

L
－

j
lノ
／
会

か
ら
問
i

コ
か
さ
あ
る
じ

そ
し
て
、
被
代
襲
者
H
は
紋
旧
制
続
人
A
の
死
じ
時
に
ず
で
に
死
亡

L
て
い
る
」
こ
が
、
代
記
段
以
凡
で
あ
り
、

r
l
襲
榊
続
の
安
作
で
あ
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る
っ
こ
の
こ
と
は

ブ
ツ
シ
ス
法
で
も
U
本
訟
で
も
同
じ
で
あ
る
日
本
ー
い
て
は
代
襲
原
凶
と
［
て
、
桃
山
代
襲
者
H
日
付
制
絞
人
A
k
rノ

も
光
死
し
て
い
る
こ
と
が
栗
判
と
し
と
ほ
定
手
れ
て
い
る
（
良
広
一
八
八
七
条
二
以
、

ヘ
八
？
九
条
二
柄
引
〉
f

プ
ラ
ン
ス
民
法
は
七
立
二
条

に
お
い
て
以
下
の
工
う
同
規
定
い
ず
い
る
「
代
襲
相
絞
は
虎
一
点
中
高
一
に
お
い
て
は
期
限
に
守
守
〕
る
ハ

代
襲
相
続
は
、

被
相
続
人
の
了
が
！
内
相
続
人
に
7
1
J
J
～
じ
て
死
亡
し
た
L
J

の
白
系
卑
一
同
と
絞
合
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、

ー
た
は
い
倣
相

の
す
一
、
亡
の
子
ぃ
引
被
相
続
人
に
先
J

Y

J

て
肝
ド
ト
〆
た
わ
め
に
ど
れ
ら
の
L
J

の
日
品
ハ
年
以
が
斗
い
い
川
親
等
に

K
い
て
ま
た
は
具
現
守

こ
さ
、
一
一
今
J
L
ず
主
4

勿
〉
こ
。
、

C
1色、

z

l
ォ
L
V
1
7
f
A
Yノ
J
Y
ヰ
ー
：

三
I

、
の
場
合
に
お
い
て
訟
の

γ
れ
る
。

フ
ァ
ン
ス
庁
、
と
は
八
U
O
刊
の
民
去
改
t
ー
ま
で
、
代
摂
相
続
的
対
は
い
り
ゆ
る
冗
死
の
内
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
ブ
ブ
／
ス
庁
、
を

特
徴
づ
け
と
い
た
U

ヲ
で
し
て
、
そ
の
道
出
を
、
ー
生
者
を
町
山
州
議
「
る
こ
と
は
な

IJ
／
一
乱
用
L
て
い
た
u

ま
と
さ
ら
に
、
プ
ラ
／
ス
渋
で
は
、
一
被
代
苧
持
者
は
も
し
も
生
き
て
J
V
れ
ば
本
米
、
紋
印
針
人
九
七
和
統
で
き
U
J

者
で
な
け
れ
ば
は
ら

お一

足
レ
と
さ
れ
て
い
た
（

J
K
っ
て
、
欠
格
者
の
守
U

間
以
、
欠
給
者
一
ゲ
↓
代
襲
す
）
守
と
は

加
の
こ
と
は
r
J
え
、
欠
格
再
円
引
先

ば
し
た
場
合
も
川
川
枚
で
あ
コ
心
下
川
川
し
、
こ
の
よ
う
伝
欠
格
再
ハ
バ
ノ
丁
は
、
先
航
伏

一
日
分
よ
り
も
削
の
世
代
に
～

の
相
続
人
か
司
、
叫
し

場
合
に
、
直
系
山
寓
と
し
て
の
自
ら
の
住
利
、
す
な
わ
ち
灰
有
の
権
利
一
ー
、
木
伎
相
続
ー
し
し
て
被
矧
絞
人
を
桐
続
す
る
可
能
性
は
残
さ
れ
一山川）

一f
J

C

r

干
の
改
一
土
刊
の
づ
ラ
ゴ
人
法
て
は
、
被
打
い
襲
者
に
唱
絞
般
が
な
け
れ
目
、
代
目
裂
は
あ
り
、
え
な
か
っ
た
d

fi
、、
v

L

 

コ
t
j
、

子
、

bi

庁一

A

月
一
リ
（
り
改
て
、
欠
格
w
h
の
p

ナ
に
対
し
て
も
、
代
襲
相
振
り
川
丸
町
が
ー
が
認
め
ら
れ
に

北
条
の
一
、
じ

ημ
条）
J

欠
陥
は
、
欠
格
者
？
一
山
河
の
州
四
人
的
な
行
為
に
包
｝
ば
ら
た
医
し
て
い
山
り
、
欠
格
v告
で
あ
る
と
い
よ
ー
こ
と
が
、

j

i

｝
が
、
；

〉

ご

メ
J
L
J

（

J
山
t出
t
L

）） 
（ 、J

そ
の
了
に
影
一
挙
を
に
J

え
る
こ
と
月
明
主
、
〕
く
な
い
γ

と
考
え
、
り
れ
ゐ
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る

摘
出
で
ま
い
子
で
あ
る
か
摘
出
三
あ

る，
j
h
d
は
父
心
行
為
の
問
題
で
あ
り
、
り
て
れ
円
前
’
L
j
に
影
響
吹
J
jモ
し
は
ん
ず
り
な
い
と
考
え
る
の
と
類
似
、
以
て
い

こ
の
」
乙
は
、
1

宇
討
を
代
襲
す
る
こ
と
は
な
い
や
「
悦
代
襲
北
れ
は
も
I
J
o生
き
て
い
れ
ば
本
来
、
徒
出
川
続
人
宇
椙
続
で
き
2
1

者
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で
な
げ
れ
ば
ほ
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
た
一
と
い
う
代
襲
？
引
絞
の
古
く
か
ら
り
原
m
b
y
修

1
1る
大
き
ほ
改
了
ー
で
み
る
と
と
は
確
か
で
み

ブ
ラ
シ
ス
の
代
λ
ハ
的
な
体
一
五
主
け
が
今
絞
、
川
、
っ
か
ア
レ
マ
、
い
く
v

b

り
と
忠
わ
れ
る
c

る
r

こ
の
改
ム
の
川
一
位
付
け
は
、

t、

、
代
襲
川
引
絞
の
来
淀
川
じ
、

じ
と
A
の
関
係
で
あ
る
と
い
λ

考
え
心
も
彰
叫
γピ
l

J

L

丈
J

も
（
り
と
推
測
f
き
る
υ

と
や
か
’
＼
父

と
担
、
J

ん
と
の
人
的
な
問
題
で
あ
る
欠
絡
が
、
世
代
耐
の
お
紋
ヨ
一
主
た
る
い
よ
川
と
「
る
相
続
に
お
し
て
、
川
和
昨
日
の
流
れ
P
管
内
ち
一
き
る
と
い

て
は
な
ら
な
い
と
考
王
、
h

れ
た
い
ま
？
7

一
、
改
正
前
に
よ
一
、
欠
格
再
E
り↓
I
C
に
代
張
相
続
の
可
伝
性
ゎ
γ
品
目
め
る
こ
と
は
、

欠拭一
M
C
山
知
県
相
続
で
き
な
か
っ
た
了
仁
1

一、

や
か
て
は
相
続
ず
J

る
こ
亡
に
注
目
。
H
心
兄
弟
姉
妹
の
，
了
一
被
相
続
人
の
長
）
こ
の
間
C
T
m

立
H

な
い
け
午
じ
る
か
ら

T
2
4ぺ
で
あ
り
、
さ
ら
に
欠
伸
明
石
の
了
は
な
ん
三
一
一
、
め
ら
れ
る
ρ

き
事
叶
を
ゐ
れ
し
て
い
な
い
の
に
州
統
で
き
な
く

ヲ
ハ
巳
の
は
ヂ
ム
円
述
で
あ
γFY4
公
平
の
続
円
か
ら
も
問
題
円
、
h
r
指
摘
J

び
れ
て
い

U

こ
の
よ
う
に
公
司
ー
か
よ
れ
重
ん
じ
之
が
ゆ
え
に
、

生
右
上
乞
片
山
裂
す
る
こ
と
は
な
と
～

γ
7伝
統
的
日
代
繋
相
続
に
改
正
を
も
た
ら
ー
た
と
考
え
る
の
小
、
和
統
人
間
の
平
M
J

こ
手
存

c
c一
年
改
疋
法

u
全
体
的
な
流
れ
か
ら
、
主
人
抑
た
珪
併
と
沼
山
わ
れ
る
c

配
偶
右
f

仏
政
付
に
考
慮
を
弘
っ
た

2
J
へ
と
仁
の
パ
六
件
序
説
七
刊
の
望
汁
」

代
勢
一
苔
む
安
井
ー
と
し
て
、
わ
が
同
心
仏
系
音
は
、
代
襲
名
じ
は
被
代
護
者
E
C
由
イ
ポ
J
1
7
3
帆
で
め
る
と
同
時
に
、
被
相
続
人
A
C尚
子
治

こ
1
r
y求
め

／
八
八
レ
〕
タ
お

項
但
世
田
半
世
開
口
、
支
ら
に
A
心
州
紋
川
開
始
時
に
す
f
r

す
守
、
と
を
要
刊
と
し
こ
い

，＼：摂判じオ先にvっして

昭
和
一
二
じ
仏
の
改

rN
よ
っ
て
、

ヘ
八
八
条
二
攻
J
V一一騎
H
し
、
代
疑
応
出
が
吋
九
牛
干
し
た
2
舎
に
い
汁
r
仕
ナ
る
必
製
作
い
は
な
く
、
相
い
rM
悶

始
球
に
、
被
代
一
日
間
吾
の
子
と
し
て
巧

trれ
ば
上
い
こ
L
7
日
明
、
り
か
に
な
っ

f
v
つ
ま
り
、

仁
、
り
存
生
は
、

H
の
代
襲
原
因
究
梓
ー
の
U

さ
は
問
題
と
ん
d

ら
な
い
、

A
の
相
続
閃
拾
の
一
時
ま
で
に
2

一
ま
れ
た
か
、
ゆ
一
の
は
rJ
に
恰
況
で
あ
る
主
は
代
諸
問
相
続
格
が
え
、
り
れ
こ
L
〈

、t

、Am
つ

i
－！

F
 
代
時
枝
川
川
叫
引
の
法
的
な
メ
カ
一
ス
ム
を
法
相
川
ず
ら
に
は
、

A
Yし
仁
一
の
関
係
は
霊
安
で
あ
Q
〉
じ
は
、

B
の
町
や
じ
繰
り
上
げ
ら
れ
こ
、
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A
ユ
ル
」
声
ほ
相
続
f
る
の
で
あ
る
へ
こ
の
代
襲
相
続
の
み
や
支
に
隠
し
て
は
、

4
1
）
で
検
討
を
加
え
る
い

1
ぐ
に
ず
る

J
n
J
 

、f
，一
d

f

わ
が
凶
の
足
防
止
（
に
お
い
て
亡
が
佼
相
絞
人
主
の
肯
3

市
中
高
で
あ
る
こ
と
を
も
求
め
て
い
る
の
は

八
八
七
長
引
刑
判
吉

J

会
昨
～
、
死
了
絞
印
刷
川
二

4
3れ
た
〆
？
を
A
（
り
引
い
…
か
ら
除
列
す
る
た
め
で
－
…
る
と
（
一
は
わ
れ
て
い
る
υ

こ
の
問
題
に
悶
し
亡
、
ル
汁
川
川
芳

ば
、
縁
州
刊
t

引
の
長
，
i
の
P

ー
と
い
称
組
後
の
茶
↓
j
の
子
と
や
」
川
口
別
す
る
よ
ヤ
ム
ロ
坦
性
J
t
次
の
H

亡
、
ノ
に
い
悶
姉
、
い
て
い
hvに

1

代阜市
ρ
相
続
ま
も
っ

て
、
相
続
人
た
る
え
さ
、
若
の
了
の
、
関
絞
的
刻
何
年
対
認
す
る
ら
の
併
す
る
な
ら
、
代
阜
市
れ
ず
h

は
彼
代
叫
品
訳
者
の
「
で
あ
る
を
も
っ

被
川
畑
続
人
の
孫
亡
あ
る
を
安

L
な
い
わ
汁
で
あ
る
こ
1
ν

、
情
続
法
中
一
家
督
相
続
本
位
で
考
士
、
武
庄
内
J

家
外
山
山
凶
を
お
そ
れ
、
家
督

榊
続
人
を
阜
、
hJJす
の
中
心
身
内
か
う
の
み
求
め
よ
う
こ
l
v

ナ
ー
思
想
の
が
物
で
あ
る
乙
結
論
つ
け
て
い
る
。
考
一

7
級
涯
に
関
し
て
は
、
山
北

有
に
お
い
と
も
軍
民
な
問
題
指
摘
で
為
7
G
u
f
fい
t
ょ
う
。

3
J
B
こ
「
の
民
件
（
ペ
ー
襲
有
心
安
打
」

わ
が
温
で
も

r
L
j
L
V
一

』

』

Li

、2
）
で
述
べ
戸
～
よ
う
に
、
比
六
摂
判
じ
は
被
庁
、
渡
者
日
の
出
支
小
川
町
斗
υm円
で
あ
る
こ
と
が
代
斐
朽
の
市
長
竹
川
で
あ
る
し

」
の
ト
門
…
は
フ
ラ
／
ス
法
も
同
様
で
あ
る
U

フ
フ
ン
ス
法
で
は
、
寸
前
ふ
け
牛
高
て
め
る
と
と

と
い
う
安
外
吉
以
下
む
よ
う
L

併
す
る
ν

代
静
心
者
じ
は
被
什
れ
弘
一
戸
者
E
C
直
系
守
口
げ

で
め
る
こ
と
の
色
院
は
、

仁
は
必
ず

L
も
E
C州
市
紋
梧
（
相
続
資
格
、
を
ム
刊
し
て
い
な
く
て
も
よ
い
こ
と
玄
￥
臥

L
て
い

.y 

F、、Jノ
叫土
，，，ロ

果、

n
D
一り相ぃ
rMP
ど
放
棄
し
に
c
b
A
を
代
議
相
続
f
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
て
あ
る
と
ま
た
、

同
校
に
考
え
る
、

EMJで
き
る

じ
が

B
に
対
し
て
欠
格
者
で
お
る
お
ん
口
も

E
C
聞
の
安
件
で
あ
る
山
ヰ
凶
ご
占
め
る
こ
と
〉
の
告
味
ト
ケ
一
知
る
「
と
は
わ
が
阿
の
代
襲
相
続
し
γ
、
知
る
卜
で
室
長
で
あ
る
一

C
が
E
とんム

く
の
他
人
で
は
代

J一
相
続
は
阿
始
、
）
な
ハ
＼
こ
の
こ
と
は
明
白
で
あ
る
f

代
袋
者
の
要
件
こ
し
て
被
代
袋
者
の

CJホ
叩
同
で
あ
る
こ
ー

を
ぶ
め
ん
｝
の
は
、
日
且
i
H
L

判
了
関
係
の
み
を
求
め
、
相
続
資
格
｛
の
右
恒
…
を
問
わ
な
い
f
め
で
あ
る
J

こ
の
、
」
こ
は
、

、
刊
し
）

C
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日
品
川
と
と
も
に
、

4
0
ワ
と
も
よ
く
代
嘆
の
法
的
情
造
の
特
徽
か
れ
よ
下
、
し
て
い
る
J

フ
ラ
ン
ス

は、

r
しは
M
B
心
育
系
山
ヰ
一
局
て
あ
る
と
い
う
守
、
流
の
作
二
、
川
、
？
μ
勺
時
は
涼
〈
ソ
ウ
ー
臆
さ
れ
h
む
か
つ
七
が
、
相
絞
民
心
中
↓

の
が
ι
j

れ凶
C
あ
？
7
3
y
ラ
シ
ァ
、
え

法
問
で
は
、
相
続
ト
9
る
総
力
十
七
、
〆
て
、
被
相
続
人
心
択
し
時
に
相
続
人
が
存
在
す
る
二
こ
を
求
め
て
い
る
マ
ラ
ン
ス
民
法
七
二
且

然
（
り
詩
提
と
し
一
、

C
N
B
C
川
刊
行
山
悶
し
て
相
続
能
々
の
存
在
が
求
め
ら
れ
t
い

き
し
代
築
相
続
す
も
相
続
で
あ
り
、

れ
わ
じ
聞
に
親
子
関
係
官
ぺ
よ
り
る
以
卜
、

仁
に
相
続

F
，Q
能
力
の
存
立
は
M

↓
一
枝
の
前
北
と
な
っ
て
い

匂
ノ
」
考
え
る
の
が

ブ
ナ
／
ス
法
の
ぷ
本
的
な
考
え
お
で
あ
る
ロ
情
絞
ず
る
詑
む
つ
ま
り
人
／
「
J

て
の
存
在
、
人
格
↓
が
ま
ず
求
め
ら
れ
、

つ
い
で
か
八
地
事
自
の
な
い
こ
と
乙
が
ブ
ラ
J

ス
法
で
は
同
刑
執
ず
る
た
め
に
ぷ
め
り
れ
て
い
る
。
こ
の
説
明
か
り
v
ち
以
！
の
治
以
は
法
制
性

で
き
よ
う
u

一
目
作
続
ず
る
～
め
に
は
、
山
花
々
が
あ
る
だ
円
、
一
q
J

な
わ
ら
い
抗
純
明
絵
時
に
人
民
n
な
有
し
て
い
る
こ
い
」
だ
け
引
は
不
充
分
で

あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
桁
絞
欠
格
で
ほ
J

二
乙
が
必
安
で
ふ
め
る
l
n

こ
の
託
明
か
ら
も
、
桔
絞
の
7

川
払
ん
と
し
て
、
い

し
て
の
存
p

引
が
ψ
1
然
、
山
担
ん
と
一
ば
っ
て
い
る
こ
ー
と
が
夜
開
け
で
き
る
一
代
築
も
ず
統
て
あ
る
以
」
一
、
松
川
相
U
前
提
う
L

し
て
、
人
と
し
亡
の
存

持
が
E
C山
科

九
〔
山
川
で
い
本
め
ら
れ

河
内
存
在
刀
原
則
が
当
伏
、
U
J刷
誌
と
な
っ
て
レ
る
と
い

代
棺
滑
り
意
j

一

海
謙
次
郊
博
tjhy初
め
と
し
こ
、
町
内
什
期
、
十
八
王
切
の
代
表
的
店
主
説
は
、
代
襲
桐
紋
此
惟
は
代
渡
話
回
右
mv
権
利
で
め
h
、
唱
絞
に

，＼：摂判じオ先にvっして

取
引
し
て
、

順
ザ
一
日
戸
絞
代
襲
若
心
地
引
に
与
し
、
絞
叩
絞
人
7
m
J

ら
直
接
相
析
す
る
、
り
だ
と
〆
Jχ
て
い

フ
ラ
ン
ス
は
に
忠
実
に
、
ま

き
に
代
襲
相
絞
の
令
官
〔
令
つ
い
た
分
析
な
行
な
う
と
い
た
っ

わ
が
凹
の
民
法
は
問
和
一
一

t
qの
改
正
に
一

22、
子
の
ム
門
店
v

同
右
の
相
続
人
と
あ
り
、
ぶ
J

げ
相
け
か
げ
を
行
作
品
い
、
孫
以
下
は
つ
ね
に
代

時
抗
相
続
が
問
題
い
な
る
じ
こ
の
こ
と
は
条
文
の
目
r！
日
を
自
立
川
一
半
同
か
ら
「
，
i

に
変
見
し
た
一
一
と
か
、
ヮ
問
解
で
き
る
c
i
吋
山
下
い
は
、

牛
位
憎
続
の
川
能
性
は
な
く
な
っ
た
υ
f
J
が
全
員
放
棄
L
～
八
場
合
に
は
、
示
は
凶
ム
似
の
権
利
に
よ
っ
て
相
続
人
仁
な
る
こ
と
は
で
き
ず
、

Ul<J<、it・＇？：お＇. .31 l17i i6i c初出



次
限
付
の
相
続
が
同
比
一
に
な
る

フ
ラ
ン
ス
伝
は
、
代
襲
4
f
c

A
lこ
の
悶
係
で
桐
V4資
格
山
町
」
台
し
て
い
る
こ
と
吉
明
誌
に
求
め
て
い

被
代
議
品
十
ド
心
代

〉
）
一
一

4
4
1
U
Jい

（
絞
代
袋
苦
心
順
位
で
）

出
畑
い
抗
す
る
の
は
締
か
だ
お
る
が
、
い
悦
代
百
間
以
上
口
（
り
乞
に
お
い

「

代
問
」

' 
は
校の
;t（で
的は
思い
千九 、
る，； 1t 
袋
者
ト4
"-' 

の
名
に
お
い
て
相
続
「
勺
の
で
あ
る

従
っ
て
、
代
長
相
続
は
、
法
的
な
の
品
味
い
お
け
る

ま
た
、

B
の
乙
川
切
で
C
M
J
相
続
す
る
と
考
え
る
代
片
山
〉
乞
見
な
る
戸
代
阜
市
品
相
紋
で
は
、
代
別
「
一
、
代
F

弘
の
与
え
方
で
は
、

日
j

九
乙
経
去
し
、

＼
の
相
続

肘
一
昨
は
C
へ
こ
承
紋
さ
れ
る
ロ
こ
れ
に
対
し
て

ワ
ブ
、
〆
一
人
法
の
代
持
世
相
続
の
珂
解
は
、

A
か
ら
仁
一
へ
こ
相
消
防
躍
は
叫
訴
を
け
緋
が

れ
る
こ
乙
に
な
る
つ
ま
り
、

二
立
A
1
2
γ

一
行
詑
nn売
す
る
～
行
士
、

t

i

；
！
ゴ
4
q
J
f
－

j
7
t
l

椙
続
の

mH刊
即
日
誌
悦
代
襲
有
の
問
、
杭
に
l
↓
バ
ず
る
の
ど
あ
り
、

ょ
う
注
メ
カ
一
ス
ム
を
法

に
よ
っ
亡
実
現
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
民
法
〕
h
一
条
は
、

代
装
山
4
紋
は
法
特
！
日

の
効
果
と
し
に
、
代
謀
者
を
紋
代
詩
者
の
権
吋
刊
に
人
ら
3

と
川
胤
定
L
て
る
の
は
こ
の
し
さ
な
広
味
を

H
L
て

VGn

こ
の
C
C
孔
に
サ
ず
る
直
接
の
続
乳
と
い
う
伏
置
づ
い
じ
り
結
果
、
代
謀
者
（
が
被
何
十
続
人
A
に
対
L
f
f
T
八
絡
で
ム
の
つ
ど
場
合

ιは、

被
仰
い
結
局
八
J
1
…相続、
72
る
い
」
と
は
で
も
つ
云
し
〈

キよ
lr

、
被い和い
M
h
p

へA
と
の
出
F
J係
で
山
県
山
寸
分
権
れ
者
で
た
い
ふ
玄
円
に
は
、

川
悦
代
塙
訂
者
が
R
に

対
し
て
泣
印
分
権
利
者
で
あ
っ
て
も
、
人
ナ
一
の
終
利
を
わ
使
す
7
2
と
は
で
き
は
い
F

こ
の
よ
う
に
、

C
C
A
に
人
吋
十
づ
る
川
刑
判
給
権
パ
か
重
投

で
め
る
こ
と
を
、
代
襲
苔
C
は
被
借
続
人
A
と
心
関
係
で
併
は
収
資
格
を
有
し
て
い
る
三
と
が
必
安
で
め
る
と
説
明
「
る
の

主
の
山
山
山
品
開
始
時
に
じ
ハ
U

存
立
山
し
f
L

い
怠
け
れ
ば
と
ら
な
い
。
さ
ら
に
加
え
＼

（
J
V
4
と
の
関
係
で
欠
松
川
吉
で
な
い
ご
と
が
必
安

ま
台
、

日
一
り
畑
U
K
を
じ
が
放
棄
し
て
も
、
な
お
A
ω
相
絞
に
闘
し
て
相
殺
資
椛
む
令
し
て
い
れ
ば
｛
は
主
を
代
襲
相
？
恥
す
る

レ

n
f
バ
リ
ア
J
子

U
L
b
O
ア

3

j
r
l
一日戸

J
〈

（
】
ノ
タ
ン
ス
い
同
法
七
川
一

れ
の
相
続
に
悶
J

て

じ
が
相
続
放
棄
、
〆
z人り

仁川’
E
の
和
紋
に
対

ν
て
欠

絡
で
あ
ワ
て
も
問
川
砲
に
ー
ゴ
ら
な
い
c

代
袋
岩
戸
ば
い
悦
代
U

一
室
、
か
っ
被
代
襲
さ
の
相
続
の
権
利
口
γ
一
夜
得
F
る
の
で
は
な
く
、
法
に
、
。
っ
て
代

時
民
話

F
4百
円
北
山
怪
利
を
れ
何
日
λ
J
る
か
ら
で
あ
る
υ

被
代
集
者
B
の
権
利
が
代
詩
山
首
（

の
と
は
な
い
ま
た

B
の
保
利
に

h

」

mu
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依
存
し
て
仁
の
権
利
が
必
一
一
i

し
て
い
る
の
で
ち
は
い

A
と
じ
と
の
日
付
人
的
な
権
利
と
さ
れ
て
い

三沢、に、

二
、
代
務
EH
川
同
ー
ら
同
時
存
在
の
原
則

わ
が
国
の
民
法
は
、
代
臨
石
原
凶
と
h

い
て
、
加
は
代
長
老
E
C
先
記
、
欠
倍
、
廃
除
JE却
比
定
し
て
し
る
）
股
棄
は
代
設
相
続
か
、
コ
除
外
さ

れ
て
い
る
、
以
f
で
、
こ
れ
ら
の
布
一
例
、
災
2

如
氏
と
代
襲
ζ

の
関
係
主
検
討

rる
」
こ
に
「
る
r

主
人
、
相
続
の
法
い
れ
へ
波
別
で
あ
る
同
時
存

相
の
岡
山
則
が
こ
の
て
っ
に
問
忍
に
九
ば
っ
て
く
る
の
か
に
つ
い
て
J

全
考
古
川
を
中
九
る
こ
乙
に
ふ
2

る

1
J
J
t
 

。J

被
町
山
襲
者
が
、
不
続
人
よ
り
も
先
に
死
亡
し
て
い
る
こ
ζ

が
代
柴
原
川
の
根
本
的
な
原
凶
で
占
め
る
こ
乙
は
、
こ
し
札
ま
で
ペ
ー
討
L
て
き

ア
ブ
一
ア
ン
ス
作
、
t
の
り
川
沈
で
も
河
解
↑
〈
さ
る
。

わ
が
温
む
一
氏
J
U
で
片
山
、
一
二
条
の

の
凶
川
吋
死
？
し
む
抱
｛
疋
に
よ
り

付
時
に
死
L

ー
し
た
有
と
詐
｛
記
さ
れ
る
説
子
山
で
は
、
桁
い
持
制
が
町

ヘ
ベ
品
目
～
山
岡
相
自
に
な
る
c

こ
の
こ
と
は
、
民
法
人
へ
七
条
の
二
項
が
、

村
続
出
給
以
別
に
と
出
店
μ
止
し
て
い
ξ
こ
と
か
ら
泣

健
一
で
き
る
ν

先
死
や
代
襲
原
因
に
す
る
こ
と
は

戸
時
十
行
ん
い
の
原
川
町
一
と
も
J

併
援
に
以
迫
し
て
い

4
4
ミ一

1

2
一
九
ヲ
ノ

μH
・U九
九
陀
似

，＼：摂判じオ先にvっして

山
足
は
い
制
定
取
持
制
二
札

μ
条
で
は
、
当
時
心
フ
ブ
ン
ス
い
い
に
九
千
つ
い
、

欠
陥
や
代
襲
以
医
に
し
て
い
な
い
ハ
そ
れ
が
川
法
い
二
土
り
、

推
定
姻
絞
人
が
初
日
配
権
h
q
L

失
う
、
す
べ
て
の
場
企
三
代
葉
原
因
を
広
げ
つ
し
欠
陥
と
廃
除
は
川
ム
院
の
時
代
か
ら
代
襲
原
図
で
あ
汁
た
d

民
法
旧
八
一
八
八
久
況
で
、
「
J
I

引
条
の
筑
な
に
よ
二
し
相
続
人
と
な
る
べ
き
乏
が
、
相
続
の
閉
給
正
に
、

い一し｝
J

、
又
は
七
の
利
J
M
V

附慨を

失

7γ
～
場
合
に
お
い
て
と
規
定
、
こ
～
の
芝
、
欠
絡
し
」
廃
除
問
代
長
相
続

L
K
い
て
旧
法
の
初
め
か
己
、
代
表
原
凶
で
あ
る
と
解
さ
れ

ヂ
l

L

j

j

｝つ

守
、
一
－
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こ
れ
に
対
じ
て
ァ
ラ
ン
ス
は
れ
観
引
か
ら
は
、

代
社
皆
川
利
引
は
也
九
死
の
れ
ん
勾
八
一
円
心
み
に
開
店
に

イ〉

V' 
ノ

、J
「

J

」
γ

ヘ
ノ
ル
ー
六
一
二
」
、
A
工

〈
－

i
d
I
L
E
－－

i
－

る
ま
で
、
こ
れ
が
7

弓
〆
ス
以
心
伝
心
南
と
必
ぺ
一
仁
い
た
P

フ
ラ
ン
ス
民
法
川
じ
四
四
朱

取
は
、
「
M
1十
円

Irる
有
主
代
長
ず
る
こ
と
は

で
き
ず
、
死
ー

み
を
代
精
抗
す
る
こ
1

／
が
て
き
る
」
と
規
定
し
て
い
た
。
ヲ
J

W
～μ
r
h示
、
欠
陥
者
の
子
は
代
裂
で
き
な
か

u
t
u

ま
に
さ
L
J
L
、
か
つ
て
は
、
彼
代
半
事
者
巨
は
、
い
依
相
続
人
主
の
相
続
完
絡
を
ふ
供
、
以
て
い
ゐ
こ
と
？
っ
え
J

め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
訪
米
、
欠

格
乏
の
父
が
死
L
J
て
色
、
了
は
↑
「
父
な
代
袋
相
続
す
る
一
」
に
は
で
き
な
か
っ
た
c

か
つ
て
、
フ
ラ
ン
ス
法
で
は
、

続
権
、
ヶ
ー
だ
っ

B
が
、
火
山
村
で
相

は、

B
ぃ
M
A
1
き
て
い
て
つ
が
A
一。り
4
一
光
紀
し
よ
A
が
、
仁
は
H
を
打
山
梨
L
J
L栴
続
ず
る
、
」
こ
は
以
か
っ

ヤ
一
の
も
ミ
つ
に

改
H
V
M
に
は

仏
人
誌
を
間
以
対
と
1
J

て
代
民
一
九
出
州
統
は
間
法
に
な
ら
な
か
う
た
〉

代
長
相
続
は
本
来
、
ソ
ヲ
〆
ス

法
に
お
い
と
、
も
し
も
渋
川
代
襲
軒
hv
松
針
明
北
町
に
生
き
て
川
た
仕
ら
ば
ザ
続
出
巾
を
有
し
て
い
工
場
合
｛
九
認
め
ら
れ
た
制
民
に
古
A
l

つで

ム
ハ
）
｛

J

一
可
の
改
疋
に
よ
打

ヘ
フ
ラ
J

ス
民
法
七
J

い1ι
丸
木
J

F

そ
の
結
束
、

フ
ソ
ン

λ
民
法
兆
円

べ
品
菅
原
m凶
仁
欠
日
明
古
今
川
め
た

現
在
卜
で
は
代
美
原
因
は
、
先
ば
と
」
穴
絡
で
あ
る
に
欠
絡
の
場
合
に
、
代
川
裂
が
認
め
ら
れ
な
い
と
、
結
栄
町
に
即
日
制
の
公
平
hv
市
ー
す
る
、
一

に
一
連
の
相
続
U
改

ι
c巾
で
ん
人
情
に
伐
し
ー
も
改
U
L

が
な
さ
れ
に
2
一
吉
わ
れ
て
い

〉」にん
aη

こ
の
よ
＝
つ
立
フ
フ
ン
ス
ャ
怯
的
lJ

は
、
代
襲
相
続
の
＃
本
は
、
先
死

そ
い
い
が
士
山
系
咋
震
の
公
平
が
寺
山
国
さ
れ
、

修
工
が
凶
ら
れ
た
と
ケ
－
置
づ
け
る
こ
と
に
必
？
七
欠
惰
が
代
襲
以
同
に
加
わ
る
の
は
、

制
度
本
来
の
去
で
は
な
く
、

公
平
へ

Y
5
J

一、
λ

の
精
神
に
ヒ
る
修
ヰ
で
お
り
、

宇
者
古
代
捺
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
L

と
い
よ
ー
原
則
は
修
を
余
儀
ト
ド
お
く
さ
れ
た
J

し
か
し
、
人
工
く

」
羽
え
ぶ
っ
た
わ
け
で
は
？
な
F
t
、

欠
的
竹
山
事
例
は
判
外
で
あ
る
と
い
豆
づ
日
て
与
え
ιつ
り
に
ろ
え
か
c

こ
の
こ

t
は

フ｝フン

、
い
ゐ
し

l
d
j
才

ス
の
法
w
子
者
が
対
法
の
体
系
t
t
ゼ
問
、
コ
か
に
v
）
て
い
く
こ
と
が
、
つ
で
あ
る
と
忠
わ
れ
る
r

フ
ァ
ン
ス
庁
、
と
は
放
棄
は
代
襲
山
県
凡
に
な
り
な
い
と
い
っ
附
け
ん
の
胤
定
が
ぷ
汁

い
る
の
で
、
別
釈
上
問
与
に
な
る
こ
こ
は
ヨ

( 1：，）（六法、アl仁D¥:i・ l'.'0) '15・' :::00,.11 



い
つ
し
か

L
、

被
代
位
vv
者
は
も

L
も
年
き
て
い
れ
ば
本
求
、
被
相
続
人
を
桐

バ
ー
高
合
代
一
一
ず
令
こ
J
は
で
き
な
い
一
ま
た
さ
ら
に
、

い
と
さ
れ
て
い
た
？
と
い
う
基
不
原
理
か
り
J

へ
こ
の
こ
と
は
出
得
て
き
る
の
で
あ
れ
F

、
収
支
が
な

せ
代
顎
幻
怖
に
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
衿
え
J

し
て
は
、
依
然
と
し
て
説
得
力
が
あ
る
よ
う
に
巴
わ
れ
る
〈

制j

）／，え

棄

）
で
既
に
淫
べ
た
が
、

相
続
吹
山
い
ん
に
悶
ー
〆
て
も
考
祭
会
一
山
え
て
お
く
つ

民
法
一
八
八
七
条
項
の
胤
ー
に
に
よ
〉
て
、

わ
い
か
同
三
も

豆
一
了
↓
目
立
主

J

4

1

1

 
相
続
紋
棄
が
代
繋
原
一
件
ト
九
九
也
り
な
い
、
L

乙
は
、
汁
店
律
卜
明
確
で
あ
る
ハ
し
か
し

制
を
に
し
て

J
V
A
m
寸
リ
古
川
こ
じ
て
江
ぜ

政
索
引
代
鴇
川
町
小
説
仁
な
ら
な
い
か
に
開
閉
し
て
、
り
が
M
門
で
は
、
必
ず
L
1
t明
確
と
あ
る
と
は
一
I

え
な
い
」
口
以
来
幻
効
果
と
し
て
、
初
の

日J
ら
い
伝
統
ー
へ
↑
ど
な
か
っ
た
こ
ζ

に
な
る
右
、
欠
格
・
廃
除
－
U
山
崎
ひ
も
桔
続
浦
川
町
時
に
は
ね
続
権
z
V
不
十
ヘ
コ
と
し
ま
っ
て
い
る
の
亡
、
同
じ

せ
つ
な
状
況
か
生
じ
絹
る
口
こ
の
」
戸
に
対

L
て、

－l〕
庁
改
止
川
、
い
か
絞
放
索
は
任
治
処
分
に
数
似
し
、
一
桁
続
権
を
牛
へ
つ
ん
J

場
合
」

に
お
た
ら
な
い
す
L

解
し
て
必
定
し
て
い
た
乙
し
か
し
、
現
行
法
の
も
と
に
お
レ
ど
も
、

の
中
に
は
、
放
栄
を
代
茨
版
図
と
し
は
い

と
と
に
判
理
指
摘
を
「
る
も
の
も
あ
る
c

日
以
棄
が
常
比
一
相
続
出
折
口
総
長
に
な
さ
ー
れ
ξ
も
の
で
丸
山
d
Q
U
に
対
し
、
民
法
日
者
は
、
軒
続
の

原
始
前
に
相
続
出
作
や
央
ワ
さ
と
を
代
一
一
の
嬰
咋
と
し
て
い
る
と
い
う
点
に
r
d

か
れ
て
い
だ
っ
［
か
し
欠
格
で
も
出
除
て
も
、
相
続
出
川

始
後
に
禿
牛
す
ソ
守
、
1
J
心
あ
る
こ
と
は
後
述
心
通
い
ノ
ア
、
あ
る
か
ら
、
こ
の
占
ど
け
討
論
拠
と
す
る
こ
と
は
不
定
全

，＼：摂判じオ先にvっして

の
放
棄
は
科
の
円
作
て
あ
る
と
し
亡
、
も
、

Z

れ
が
了
口
一
放
支
ま
で
を
強
制
j
る
が
尽
に
な
る
の
は
、

？心、しい
L
J
｝い、ザ八，
G
Hヘゾつ

と
i
長
さ
れ
と
い
る
し

｝～U 

'" 

の
了
山
川
、
が
父
を
代
tm首
相
叫
ん
川
寸
る
こ
と
は
で
き
た
し
し
す
で
に
」
の
抑
川
は
品
川
、
へ

制
反
の
ぷ
質
的

ブ
フ
ン
ス

な
川
町
臼
と
代
長
た
き
な
い
じ
ロ
一
の
規
定
の
存
在
日
小
型
臼
で
あ
っ
た
r

ー
れ
に

d
λ
亡
、
し
岐
阜
世
ノ
↑
は
初
め
か
ら
利
法
人
で
な
か
っ
た
こ
と
に

な
る
か
ら
で
あ
る

（
民
法
じ
八

4
条）

ζ

い
う
、
相
続
政
索
に
遡
及
効
の
あ
る
」
こ
も
川
崎
ハ
け
と
さ
れ
て
い

Ul<J<、ii'＇＇？＇ お：，21 n1 ' iGo c初出，i;J



に
だ
し
、
ム
同
系
寺
再
と
し
て
店
、
h
心
肝
有
の
梧
利
と
し
て
祖
父
を
相
続
す
る
い
」
と
山
？
の
い
り
う
る
J

ーで守山仏

K
一
ヘ
ヒ
タ
ん
は
以
下
の
よ
う
に

規
定
し
て
い
る

初
来
放
棄
を
し
た
相
和
人
古
代
議
す
る
ご
と
は
で
き
は
い
ハ
相
絞
校
女
ヤ
や
や
か
り
J

の
殺
い
で
に
お
け
る
毛
一
心
相
絞
人

で
お
る
と
き
、

ま
L
T
ー
は
ァ
二
り
す
へ
て
心
共
同
相
続
人
か
放
棄
を
冷
し
た
と
き
は
、

jp
ト
ハ
ミ
：
一
レ
k

っ

－口
u
J

ノ
ノ
）
1

エ

ω手
口
一
了
は
円
、
り
の
権
利
と
し
て
、

て
刺
殺
す
る
」
r

被
相
好
人
A
の
相
続
に
関
し
て
唯
一
の
相
結
】
人
で
あ
ア
ス
れ
が
ほ
烹
を

μ

介
場
合
に
は
、

H
の
f
で
あ
J

る
C

も
可
能
）
は
、
下
父
ど
白
り
の
取
れ
判
に
芙
っ
き
国
有
の
惟
引
に
、
J

て
相
続

rる
」
こ
が
で
き
る

い
わ
ゆ
ゐ
《
杭
相
続
で
あ
る
、
こ
の

よ
う
な
似
続
は
、

日
が
け
パ
刊
出
相
続
人
と
あ
る
場
仏
「
に
、

づ
一
ソ
ン
ス
法
て
は
代

そ
の
ん
討
が
椙
絞
れ
収
棄
を
？
に
一
場
合
に
も
同
一
似
て
あ
る
、

時設川刑
H
川
を
人
門
戸
一

γ
る
が

たい
μ
恒
例
紛
の
川
設
性
が
残
さ
れ
て
い
Q
d

こ
の
す
？
な
J
訟
は

相
続
が
＋
日
系
甲
府
明
仁
流
れ
て
い
く
、
」
乙
に

よ
れ
を
dr院
な
払
っ
て
い
る
と
い
え
る

わ
が
辺
も
か
つ
て
は
、
第
川
崎
い
け
桓
続
人
を
出
馬
；
し
ご
お
り
、
代
詩
桁
統
乙
は
別
に
本
伏
桔
絞
り
円
能
性
も
れ
三
ん
で
き
ず
、
解

釈
し
一
引
J

わ
れ
て
い
人
（
わ
か
志
の
民
法
典
は

昨
布
一
七
年
ハ
山

部
改
正
に
1
て
て
、
能
川
一
駅
付
の
花
続
人
吉
子
に
改
抗
町
、
第
一
艇
パ
仇

ご
唱
し
と
ま
守
、
句
史
I
L
叩
む
ら
川
J

悶り
11
こ
号
、
十
、
了
一
し

j
i
J
l
J
1
j
f
i
z

；；
i
：

ー

こ
の
向
山
市
有
ハ
バ
ヘ
附
ryを
併
決
L
h
J
L
f
の
結
束

相
続
司
ん
で
あ
る

f

hμ
引
d
T

に
主

：
一
4

』

l

が
人
l
M
良
川
川
絞
汝
奈
し
た
事
例
で
は
、
代
一
一
相
続
も
本
ム
WTJ州
H
h
d
品
川
恒
に
dz
ら
ず
、
孫
ド
J
u
r
｛
必
桐
続
ず
る
こ
と
は
み
L
U
ノ
ス
な
い

F
以
卜

へノ
H
H
I
V凡
ヤ
0

5
4帝
it

常
L

什
川
勢
一
戸
相
川
殺
の
み
が
村
民
に
な
り

み
ん
犯
併
は
耽
は
判
践
に
な
ら
な
い
や
り
で
J

め
る
J

係
以
h
i
m
v
引
絞
を
代
阜
市
あ
旧
市
川
相
と

L

に
主
た
る
周
一
作
は
、
「
代
襲
相
続
は
家
系
に
法
つ
く
も
の
で
は
丸
る
が
、
何
枚
。
（
U
事
実
か
、
り
i
へ
き
し
な
変
化
心
起
さ
る
こ
と
を
さ
は
り
、
相

絞
り
校
出
公
一
貫
し
た
も
り
と
す
る
と
い
っ
庁
、
か
‘
り
す
れ
ば
、
代
袋
相
絞
で
通
す
克
か
ん
μ
則
的
だ
と
考
え
、
口
れ
る
と
設
問
さ
れ
て
い

代
出
町
決
法
肉
の

の
事
情
に
よ
勺
て
、
相
続
の
流
れ
を
た
き
く
変
え
た
い
よ
↑
ノ
げ
い
と
い
そ
配
慮
で
あ
っ
た
こ

会
3
Q
C

尊
民
の
椙
続
に
問
L
て
は
、
む
が
臼
も
、
代
襲
相
続
を
認
め
ず
、
本
杭
相
続
の
み
を
ほ
出

L
て
い
る
」
布
寓
仁
同

L
て
は
、

フ
一
フ
ノ

後
手立

( 1：，）（六法、アl仁D ¥:i・ 1:'2) 'i5G :::ooc.11 



ス
ツ
い
で
も
代
襲
相
続
は
ゐ
り
、
ス
な
し

わ
が
凶
心
司
ん
は
の
条
文
、
父
吋
と
い
う
限
定
し
に
↓
一
ー
だ
で
は
な
く
、
尊
l
d
判
と
い
う
一
以
来
を
地

い
て
い
る
い
～
と
か
ら
も
団
解
で
き
る

一
方
て
は
、
子
に
悶
し
て
、

pt以
ド
り
凶
系
山
ヰ
品
で
お
る
祖
絞
人
心
相
川
絞
権
を
似
引
出
し
、

ゆ
る
公
F
J
Y
凶
ゾ

2
J
し
、
も
っ
ぱ
ら
一
代
議
相
続
の
ふ
と
｛
三
一
の
は
、
畑
出
炊
け
の
市
平
結
に
よ
る
相
絞
ヘ

に
閃
ぷ
し
、
一
半
同
ほ

y
は
父
ゐ
、
昨
方
と
い
う
系
い
関
、
以
て
、
相
続
人
の
公
ぃ

J
K考
慮

ぉ

2
0必
要
刊
は
法
い
し
r
考
え
て
い
ι
い
も
の
と
ザ
測
3
れ
る
c

こ
の
土
…
に
問
、
）
亡
、
フ
ラ
ン
ス
法
で
は
同
系
相
続
が
苧
同
の
相
続
依
で
採

用
さ
れ
て
お
り
、
父
五
、
ほ
ト
々
の
公
平
は
持
隔
で
本
語
漁
し
て
い
る
／
一
一
斗
え
る
つ
一
則
r糸
桝
続
は
、
代
築
相
続

r対
を
な
t

、
旧
制
続
に
お

て
i

d

配
慮
、
か
ワ
で
あ
コ
た
じ
ま
た
仙
台
4

で
は

1、., 

ソ
ヲ
ン
ス
作
で
は
、
豆
系
山
t
店
、
什
九
め
姉
妹
に
閃
し
に
は
代
接
相
続
出
マ
、
内
γ
開
叫
に
同

L
て
は
、
九
人
方
、

母
方
に
も
ζ

づ
く
市
川
系
抗
絞
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
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平
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b
れ
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い
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こ
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一
戸
え
る
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こ
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う
ば
歓
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は
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が
？
止

法
で
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統
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ふ
を
叩
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し
に
お
り
、
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馬
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山
相
川
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し
て
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系
川
和
山
続
か
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れ
て
お
ら
ず
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続
人
心
公
平
の
原
珪
の
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で
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、
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J
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ば
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ハ
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介
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専
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続
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続
の
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の
る
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近
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］
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先
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こ
と
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な
る
〔
代
議
桐
U
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の
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2
ず
る

f
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ム
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泣
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八
工
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れ
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JZ汁
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す
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絞
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め
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え
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、
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棄
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台
、
父
、
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釈
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健
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つ
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て
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彼

ら
は
相
続
人
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な
ら
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法
｛
一
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相
続
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吋
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み
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あ
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向
日
時
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瓜
則
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L
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国
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4
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と
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子
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存
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求
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し
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A
E
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A

け
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い
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続
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什
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照
）
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ー
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け
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。
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が
戸
川

で
も
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怖
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原
担
宝
探
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し
て
い
る
－
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に
、
牛
拙
怖
対
似
療
に
1u
り
凍
結
店
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戸
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拡
憎
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小
存
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民

一いで

法
七
一
一
7
条
か
ら
凶
捻
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畑
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J
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L
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茶
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検
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仇
初
け
M
E
ば
相
続
人
A
と
代
静
抗
告
仁
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ら
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仁
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ら
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ら
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、
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ず
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な
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あ
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、
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流
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＼
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流
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叫
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仕
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な
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な
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ど
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万
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叩
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司
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仰
と
の
よ
市
？
な
ν
7
J
V
」
方
心
残
浮
ぺ
J

、
現
代
の

ア
J

五
山
〔
犬
。
川
町
杭
川
勝

Tr相
Lh
店
汁
釈
！
ハ
ヘ
向
（

九一

A
F
）
山
県

い
作
に
も
反

t
L、
京
市
川
鳴
き
を
古
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叶
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令
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r
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台
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仏
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熟
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